
 
 

 
 
 

 

 

東日本大震災と福島原発事故から６年 

～福島から日本の未来を創る～ 

 

 

 

 

日時：2017 年 5 月 25 日（木） 13：30～18：00 
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主催：早稲田大学環境総合研究センター・ふくしま広野未来創造リサーチセンター 

後援：早稲田大学レジリエンス研究所 
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【趣旨】 

早稲田大学は、福島の方々や学内外の関係者のご協力を得て、このたび地域リサーチセンターとして「ふ

くしま広野未来創造リサーチセンター」を福島県広野町に設置します。早稲田大学地域リサーチセンターは、

早稲田大学環境総合研究センターが大学キャンパス外に設置する学術研究の現場機関です。早稲田大学環境

総合研究センターは、環境・エネルギー問題や地域の持続性に関する調査研究を行う研究機関であり、現場・

現物・現実主義を旨とします。 
ふくしま広野未来創造リサーチセンターは、国際社会が取り組む持続可能な開発目標（SDGs）なども踏ま

え、福島に根ざした持続可能な開発課題に対する学術調査研究を通じて、世界のモデルとなる持続可能な地

域再生のあり方を福島の皆さんとともに考えます。 
 本地域リサーチセンターの名称は「ふくしま広野未来創造リサーチセンター」としましたが、福島県浜通

り地域を中心とした福島復興に関する学術研究拠点として機能すべく、その中核を福島県広野町に置き、周

辺市町村や各種団体・組織などとともに地域社会の持続可能な未来を共に考え、共に創っていきたいと企図

しています。 
 ふくしま広野未来創造リサーチセンターの開所式および記念シンポジウムでは、福島復興に向けた地域社

会の様々な取り組みを共有し、ふくしま広野未来創造リサーチセンターが取り組むべき社会的課題を明らか

にしたいと考えています。是非、多くの地域内外の皆さまにご参加をいただき、ふくしま広野未来創造リサ

ーチセンターの取り組みにご理解とご協力をいただきたく、よろしくお願いいたします。 
 
【開催概要】 

 -------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
・日  時：2017 年 5 月 25 日（木） 13：30～18：00（受付開始：13:00） 
・場  所：福島県広野町公民館 
         〒979-0408 福島県双葉郡広野町中央台１丁目１ Tel. 0240-27-3244 
・定  員：80 名（先着順・無料、ただし懇親会は会費 2,000 円） 
・申込・問い合わせ先：メールにてお申込み、お問い合わせ下さい。 
          【宛先】 jyuten-fukkou※list.waseda.jp（※を＠（半角）にして送信ください） 
          【件名】 シンポジウム申込 
          【内容】 1．氏名（フリガナ） 2．ご所属  3．メールアドレス 
・主  催：早稲田大学環境総合研究センター・ふくしま広野未来創造リサーチセンター 
・後 援：早稲田大学レジリエンス研究所 
     http://www.waseda.jp/prj-matsuoka311/index.html 
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

■プログラム ※プログラムは都合により変更になる可能性があります。 

【開所式 13:30-14:30】  

司会：永井祐二（早稲田大学環境総合研究センター・研究院准教授）（13:30-13:35） 

 

挨拶  

勝田正文（早稲田大学環境総合研究センター・所長）（13:35-13:40） 
遠藤 智（福島県広野町・町長）（13:40-13:45） 
吉田恵美子（いわきおてんと SUN 企業組合・代表、NPO 法人 The People・理事長）（13:45-13:50） 
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来賓紹介（13:50-14:00） 

林 千鶴雄（福島県企画調整部国際研究産業都市推進監） 

大沼博文（福島県教育庁教育次長） 

黒田政徳（広野町議会議長）ほか 双葉郡町村、広野町関係者 

 

基調報告 

松岡俊二（早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター長）（14:00-14:15） 

「東日本大震災・福島原発事故から 6 年～福島から日本の未来を創る～」 

遠藤 智（福島県広野町・町長）（14:15-14:30） 

「福島復興の現状について」 

 

【休憩 14:30-14:40】 

 

【記念シンポジウム 第１部 14:40-15:30】 福島復興への取組みとセンターへの期待 

コーディネーター：磯辺吉彦（NPO 法人・広野わいわいプロジェクト・事務局長） 

         島村守彦（いわきおてんと SUN 企業組合・事務局長） 

 

1. 中津弘文（福島県広野町参事兼復興企画課・課長）・小松和真（福島県広野町復興企画課・課長補佐）（14:40-

14:50） 

2. 根本賢仁（NPO 法人・広野わいわいプロジェクト・理事長）（14:50-15:00） 

3. 大和田順子（一般社団法人ロハス・ビジネス・アライアンス・共同代表）（15:00-15:10） 

4. 平山 勉（双葉郡未来会議、相双ボランティア）（15:10-15:20） 

5. 菅波香織（未来会議・事務局長、弁護士）（15:20-15:30） 

 

【休憩 15:30-15:40】 

 

【記念シンポジウム 第２部 15:40-17:00】 パネルディスカッション 

コーディネーター：松岡俊二（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科・教授） 

 

1. 黒田浩司（経済産業省福島新産業・雇用創出推進室・室長）(15:40-15:45) 

2. 森口祐一（東京大学大学院工学系研究科・教授）（15:45-15:50） 

3. 大手信人（京都大学大学院情報学研究科・教授）（15:50-15:55） 

4. 勝田正文（早稲田大学環境・エネルギー研究科長・教授）（15:55-16:00） 

5. 師岡愼一（早稲田大学理工学術院・特任教授）（16:00-16:05） 

6. 黒川哲志（早稲田大学社会科学総合学術院・教授）（16:05-16:10） 

7. 渡邊敏康（NTT データ経営研究所・シニアマネージャー）（16:10-16:15） 

8. 平沼 光（東京財団・研究員・政策プロデューサー）（16:15-16:20） 

 

【総合討論 16:20-17:00】 

 

 

【懇親会 17:00-18:00】 

司会：永井祐二（早稲田大学環境総合研究センター・研究院准教授） 

   小松和真（福島県広野町復興企画課・課長補佐） 
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早稲田大学レジリエンス研究所 

＜http://www.waseda.jp/prj-matsuoka311/index.html＞ 

レジリエンス研究所の紹介

レジリエンス研究所は、2011 年 5 月にスタートした早稲田大学重点領域研究機構・東日本大震災復興研究拠点「複合巨

大クライシスの原因・影響・対策・復興に関する研究：原子力災害とリスク・ガバナンス」や 2012 年 8 月から開始した文

部科学省原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ「原子力産業への社会的規制とリスク・ガバナンスに関する研究」などの

共同研究の積み重ねの上に、2014 年 5 月に設立された。本研究所は、2011 年 3 月 11 日の東日本大震災と福島原発事故

を契機とし、原子力安全規制と福島復興について調査研究を行っている。幅広い観点から「フクシマの教訓」とは何かを検

討し、今後の原子力政策のあり方、原子力ガバナンスや福島復興について考える。

 また、レジリエンスを複雑かつ変化していく環境に対する地域（コミュニティ）の適応能力という観点から、「環境イノベ

ーションの社会的受容性と持続可能な都市の形成」という都市環境イノベーションの研究にも取り組んでいる。

日本の地方都市は経済的、社会的、環境的な課題に直面しており、これを突破し、持続可能な発展につなげられるような
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環境イノベーションが求められている。環境イノベーション政策の社会的持続性を計測する際のキー概念として提起された

「社会的受容性」という概念を用いて、その地域がどのように受容し、適応していくかについて調査研究を行っている。

本研究所は、以上の原子力安全規制・福島復興、都市環境イノベーションという 2 つの主要研究テーマを中心に調査研究

を行い、持続可能でレジリエントな社会のあり方を解明することを目的としている。

原子力ガバナンス・福島復興政策研究

研究概要

2011 年 3 月 11 日の東日本大震災・福島原発事故を契機として、2012 年 9 月に原子力規制委員会（NRA）が設置されるなど、

原子力発電に対する社会的規制（安全規制）のあり方が大きく変化した。しかし、オンサイトの規制においても、オフサイトの安全対

策においても、さらには核燃料サイクルのあり方やバックエンド問題などの原子力政策全般にわたり、「フクシマの教訓」を踏まえ日

本社会が解決すべき課題は多く残っている。また、原子力災害からの福島復興そのものが明確なビジョンを欠いたまま、方向性を喪

失し、混迷化しつつある。今後の日本社会における原子力発電の位置づけや福島復興の道筋も不透明なまま、原子力ガバナンスの

再編成も不十分な状態で原発の再稼働が進んでいる。

 私たちは、再度、幅広い観点から「フクシマの教訓」とは何かを検討し、原子力政策のあり方や原子力ガバナンスの改革が必要で

あり、福島復興の再検討が必要であると考えている。本研究プロジェクトは、社会科学と自然科学（工学、生態学）との学際的共同研

究によって、今後の日本社会と原子力との関係や福島復興について調査研究する。欧米やアジアの事例などとの国際比較研究も加

え、今後の原子力政策、原子力ガバナンスや福島復興について考える。

研究内容

本研究プロジェクトは、東日本大震災・福島第 1原子力発電所事故を踏まえた「フクシマの教訓」を後世に継承し、原子力政策と福島

復興政策への政策提言をおこなう事を主な目的としている。本研究は、大震災直後から計画され、2011 年 5 月に早稲田大学重点

領域研究機構・東日本大震災復興研究拠点「複合巨大クライシスの原因・影響・対策・復興に関する研究：原子力災害とリスク・ガバ

ナンス」として開始された。プロジェクトでは、東日本大震災の被災地である気仙沼市・仙台市・南相馬市の現地調査を実施し、2012

年 3月には第 1回原子力安全規制・福島復興シンポジウムを開催し、2012年 8月に早稲田大学出版部より『フクシマ原発の失敗』

を刊行した。

2012年8月には、文部科学省・原子力基礎基盤戦略研究イニシアティブ「原子力産業への社会的規制とリスク・ガバナンスに関す

る研究」が採択され、第2回（2013年）、第3回（2014年）、第4回（2015年）の原子力安全規制・福島復興シンポジウムし、2013

年末には『原子力規制委員会の社会的評価』、『フクシマから日本の未来を創る』（早稲田大学出版部）を刊行した。また、再稼動を

控えた九州電力・川内原発の現地調査やアメリカの原子力政策の現地調査を行い、フランス・パリにおけるおうしゅうの原子力安全

規制に関する国際ワークショップを開催した。

本研究プロジェクトは、原子力災害の「原因」・「影響」・「対策」・「復興」という 4 局面と、①政治・行政・経営システム、②原子力エネ

ルギー・技術システム、③持続可なエネルギー・技術システム、④地域復興システムという４つの研究クラスターからなる「4 x 4」のマ

トリクス構造を特色としている。こうした「4 x 4」のマトリクス研究構造は、同時並行性ならびに相互関連性を持った総合的リスク・ガ

バナンス研究を可能とする。また復興研究では、従来の環境政策統合（EPI）研究を発展させるものである。具体的には、防災計画

（リスクマネジメント）、土地利用計画、エネルギー政策、産業・農業・漁業政策、福祉政策、環境政策などの様々な復興政策を、持続

可能な地域形成に向けてどのような手段・方法で「政策統合」を行うのかを検討し、こうした政策統合の効果的実施を可能とするガバ

ナンスのあり方を明らかにすることを意図している。
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早稲田大学出版部 ブックレット〈「震災後」に考える〉のご紹介 

（お買い求めは、Amazon 等でお願い致します。） 

 

早稲田大学出版部 復興論文集のご紹介 
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早稲田大学環境総合研究センター・ふくしま広野未来創造リサーチセンター 

 

早稲田大学レジリエンス研究所 
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